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様式３

令和　５　年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）

福岡県立朝倉高等学校　　(定時制)　

自己評価 学校関係者評価

学　校　運　営　計　画　（４月）
　

　自己評価は

　　A　：　適切である

　　B　：　概ね適切である

　　C　：　やや適切である

　　D　：　不適切である

学校運営方針 校訓「聡明・自立・敬愛」を拠り所に、社会的自立の基盤となる、学力、体力、豊かな心を培うとともに、社会の変化に対応し、社会を支え、その発展に寄与する力を育成する。

A A

昨年度の成果と課題 年　度　重　点　目　標 具　体　的　目　標

　全職員で様々な情報を共有する

ことができ、スムーズな学校運

営、および、生徒へのきめ細かな

指導ができた。生徒の出席率は

90.4％、授業の満足度(4段階評価)

は3.3であり良好であった。今後は

タブレット端末をはじめとする

ICT機器を活用した授業改善を行

い、指導と評価の一体化を推進す

る。

　進路指導においては、１年時よ

り様々な進路の情報を提供し希望

進路実現を図る。

　また、自他の理解を深め、互い

の個性と人権を尊重し合う態度を

育てるとともに、協働の喜びや達

成感の醸成を行い、自己肯定感を

高めることができるような生徒を

育成する。

（１） 確かな学力とコミュニケーション能力の向上を

目指した授業づくり

ア 生徒個々の学力を把握し、段階的に基礎学力の習熟を図る。

イ ＩＣＴ機器、一人１台タブレットを活用し、「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善を推進

し、思考力・判断力・表現力を育成する。

（２） 自信と志を育成するキャリア教育の推進

ア ハローワークと連携しながら職場開拓を行い、生徒の就学と就業を積極的に支援する。

（５） チーム朝高定時としての指導体制の強化
ア 定期的な情報交換会を行い、情報を共有し、生徒理解を深める。

イ 職員研修会や外部機関との連携により、教育相談力・生徒指導力を向上させる。

具体的目標 具　体　的　方　策 評価（３月） 次年度の主な課題

イ 定期的な進路調査や学校行事等によって、自己の進路に希望を持たせる指導を行い、進路目標実現に向けた積

極的な取り組みを促す。

（３） 生徒理解に努め、情報を共有し、「ほめて、伸

ばす」指導により、生徒の可能性を拡大する生徒指導

体制

ア 生徒会活動に積極的に関わらせるとともに、様々な取り組みへのチャレンジを促す。

イ 生徒が安心・安全に過ごせる校内環境を整備し、生徒の自己実現を積極的に支援する。

（４） 広報活動の充実と外部機関との連携による情報

の収集

ア 学校案内、朝倉通信、ＨＰの作成により、学校内外へ生徒の活躍を発信する。

イ 定期的な親の会、中学校訪問等を通じ、生徒の情報を収集し、共有する。

教科指導

指導と評価一体化を図る。

年間学習指導計画書を利用し、ＰＤＣＡサイクルを回すことで指導改善に役立てる。

A

A

各教科で生徒一人一人のよい点などをきめ細かく観察し、日々の教育活動の中で生

徒に伝えることで生徒のやる気を引き出すことができた。次年度も生徒一人一人の

努力や成果を見逃さず積極的に評価していく。学習評価の方針について、生徒との

共有はできていたが、学習の改善につながるように指導することには課題が見られ

る。どのように学習を改善すれば、どの観点の評価がよりよいものになるかという

ことを生徒に考えさせる時間を確保することが必要である。

生徒の授業に対する満足度（４段

階評価）3.5点以上

楽しく学びがいのある授業を実施し、良好な人間関係を形成しながら学習意欲を高める

B

11月に実施した授業評価アンケートでは授業に対する満足度は3.4点であった。目

標値には届かなかったが、昨年度から0.1点上昇し、授業全体の質が向上したと言

える。次年度はさらに授業の満足度を上げるために生徒の興味・関心を高める授業

展開をしていくことに加えて、一人１台タブレット端末のさらなる活用を進めてい

くことが課題である。

学習評価の方針を事前に生徒と共有するとともに、フィードバックする際にも改めて生

徒と共有することで、生徒の学習改善に役立てる。

観点別学習状況の評価や評定では示しきれない生徒一人一人のよい点や可能性進捗の状

況などを「個人内評価」として実施し生徒が学習したことの意義や価値を実感できるよ

う日々の教育活動の中で生徒に伝える。

全員の進級、卒業を目指す

年間平均出席率９０％以上になるよう全職員で指導を行う。

A

１１月末までの退学者は1名であった。平均出席率は88.1%であり、特定の長期欠

席者の影響が大きかった。長期欠席者の情報を全職員で共有し、担任が中心となっ

て対応してきた結果、出席状況が改善された生徒もいたことは大きな成果である。

次年度は長期欠席にならないようにするための個別指導や家庭との連携をしていく

ことが課題である。

学期ごとに補講を実施し、基礎学力の確保および進級・卒業を目指す態度を育てる。

出席に問題のある生徒への対応を全職員で協力して行う。

生徒の学びに寄り添いながら「わかった、できた」と実感できる授業を実施し、基礎学力の定着を図

る。
ＩＣＴ機器の利用や、主体的・対話的で深い学びにより、生徒全員が積極的に授業に参加する雰囲気

をつくるとともに、互いに助け合い、課題を解決しようとする態度を育成する。

生徒理解に努め、情報を共有し、

生徒が安心して学べる授業環境を

整備する。

家庭訪問、中学校訪問・前籍校訪問を実施し、家庭環境や生育歴及び学習に対する取り

組み方や集団生活に関する情報を収集し、指導に生かしていく。

A

生徒に関する様々な情報を全職員で協力して収集し、情報交換会で共有

することができた。この情報を個別の指導・支援に活用することができ

た。しかし、授業の中で多様な生徒の一人一人の状況にすべて応えてい

くことは難しいので、授業だけでなく、学校生活全般を通して生徒が学

校生活を継続していけるよう指導・支援をしていく必要がある。

新入生基礎学力観察週間を年度の始めに実施し、個々の学力を把握・共有し、生徒の実

態に応じた指導に努める。

特別支援教育の視点に立ち、定期的に聞き取りシートにより情報を収集し、個別の支援

計画、個別の指導計画を作成し、様々な生徒の特性に対応する。

A
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学期に1回進路希望調査を行い、随時個別支援する。 A

A

A

B

A
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Ａ
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Ａ

中学校訪問、中高連絡会などを活用し、広報を行う。 Ａ

市町村広報誌に生徒募集の掲載を依頼する。 Ａ

Ａ

ホームページを利用し本校定時制の教育活動を伝える。 Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ Ｂ

生徒指導

集団の一員としての自覚を育てる

ための生徒会活動を活性化する。

生徒会役員会を定例化する。

A

A

・生徒の自己肯定感を持てるような生徒会活動を実施する。前向きな姿

勢により、朝高定時の生徒の自覚を形成し、各人の課題に対応できる人

材を育てる。

授業は最大の生徒指導の場と位置づけ、授業規律の徹底（携帯電話による迷惑行為をなくす等）を図

る。 A ・計画的な規範意識学習を実施して問題の未然防止に取り組む。

不測の事態に対しての危機管理の徹底と生徒への安全指導の充実を図る。
A

行事の中で、生徒会への適切な役割分担と職員による評価や声掛けを実施する。

アンケート調査などにより、生徒の意見を取り入れた生徒会行事を工夫する。

生徒の状況把握に努め、積極的に生

徒との関係つくりに努める。

日ごろから生徒へ積極的な挨拶、声かけを行う。

A
・生徒一人ひとりに対して積極的に声かけを行い、生徒の実態に即した

生徒指導を心がけた。この姿勢で次年度も取り組む。
家庭訪問、電話連絡等により保護者との連携を図る。（無断欠席が２日続いたら担任より保護者に電

話連絡をおこなう。）

落ち着いた学習の場としての秩序あ

る学校つくりに努める。

生徒の状況変化を早めにつかんだ

生徒指導に取り組む。

生徒情報交換会の一層の充実をはかり、職員の共通理解のもとで生徒指導を行う。

A
・特別指導を行う際には、本人が自己の行動を反省して二度とと同じことを繰り返

さないように腰を据えて全職員で指導を行う。生徒指導部はその中軸として役割を

果たす。
いじめアンケート・いじめ防止対策委員会を定期的に実施する。

交通法規をはじめとした遵法精神の

育成と社会でのマナーを身につけさ

せる。

交通安全教室・防災意識の向上を図る教育を計画・実施する。

A
・問題行動の迅速な対応の中核として管理職と密に連絡しながら対応す

る。
日頃から生徒の置かれた環境や状況をしっかりと把握し、生徒の心を掴んだ指導・助言

を心がける。

進路指導

生徒の就業を積極的に支援する。

ハローワークと連携し、生徒の就業を支援する。また新入生向けにハローワークガイダ

ンスを実施する。 A

A

A進学希望者に対し、学年を中心に組織的に支援する。

進学希望者へ向けて各種奨学金等の案内を行う。

A

就労状況調査及び職場訪問を年1回行い、生徒就業状況を把握する。

キャリア教育を推進する。

外部講師や上級学校の担当者を招き、進路ガイダンスを年２回実施し、幅広く進路情報

を提供し、進路目標に向けた積極的な取り組みを促す。

A

総合的な探究の時間等で生徒に随時進路情報を提供する。また生徒一人一人の希望や能

力に応じた資格・検定試験や模擬試験へのチャレンジを促す。

卒業予定者の進路希望実現へ向け

て、最大限の支援をする。

ハローワークと連携し、個々に最適な就職を支援する。

・保健委員の地区研究発表会では、積極的に活発な事前研修の内容発表

でき、他校生徒との交流もできていた。来年度も、事前研修を今年以上

にしっかり行い参加し、卒業後にも役に立つような充実したものにした

い。

保健会筑後支部定時制部会では他校との情報交換および有益な交流に努め、保健指導の

充実につなげる。 Ａ

薬物乱用防止教育・性教育等の健

康教育の充実を図る。

生徒指導部と連携し、薬物乱用防止講演会、性教育講座など、生徒の実態に応じた講演

会や特設授業を実施する。 Ｂ Ｂ
・4年生のディナー講習会の裏の時間の性教育は継続し、生徒の実態に

応じて、各学年で系統立てて性教育の授業を実施したい。

食育を推進する。

情報交換会で生徒の心身の健康面についての情報を提供し、全職員で共通理解を図る。

Ａ
・心身の健康については、全職員で共有し、生徒が安心して登校できるように情報

を共有した。また、引き続き給食を楽しく美味しく、1日の食事の中で1回だけ満腹

と笑えるような給食にしていきたい。食育指導を通して給食への関心を高めさせ、給食の喫食率の向上を図る。

心の健康を保持増進し、よりよい人間関係

を築くことができる生徒を育成する。

卒業生を対象に社会人として必要な食マナーを身につけるため、ディナー講習を実施する。

Ａ
・来年度もディナー講習など、個人ではなかなか体験できないことを実施し、卒業

後に生かせる必要なマナーを外部講師を招いて行いたい。

生徒が心身ともに健康で安全な生活

を自ら主体的に実践できるように支

援する。

健康診断や日常の健康観察で、生徒一人ひとりの健康状態の把握に努め、適切な管理・

指導を行う。

Ａ

・日常の生徒たちの言動体調をよく観察し、「いつもと違う」と感じたら声をすぐ

にかけるよう心掛けた。平素から「いつもと違う」と感じ取れるように生徒と接し

ていきたい。生徒とからのお話は、しっかり聴いていきたい。

A

情報交換会で職員間の共通理解を図りながら、自立を支援する。

特別支援教育の充実を図る。

引継ぎシートを提出した生徒に関して、周到で適切な対応を検討し、当該生徒の学校生

活の充実度の向上に努める。
Ａ

・引継ぎシートを持っている生徒に関しては、より丁寧な細やかな指導について職

員全体として共通理解を高めていく。ＳＣは、コンサルテーションを充実させて職

員全体の共通理解を求め、継続的なＳＣの支援により登校できている生徒を職員全

体で見守り、他の登校の難しい生徒を同じようにＳＣに繋げていき、合理的配慮・

インクルーシブ教育を念頭に置き進めていきたい。

ＳＣ，ＳＳＷおよび就労関連機関等と連携すると同時に、特別支援教育の各種研修会への参加を案内

し、その内容を職員間で共有することによって、個々に必要な特別支援教育力の充実を図る。

研修

職員研修を推進する。

「授業公開週間」では，ＩＣＴを活用した授業やＡＬ型授業により、思考力・判断力・表現力を育成

することを念頭に置き、授業に臨む。

Ａ　

Ａ

健康

安全

指導

生徒保健委員会活動を通して、保健

委員一人ひとりが自覚と責任を持

ち、生徒の主体的な活動となるよう

に支援する。

関連機関が実施する思春期講座等の研修に関する情報を提供し、職員一人ひとりの教育相談能力の向

上に資するよう努める。

Ｂ

家庭や地域社会との連携を深め

る。

親の会や保護者会を利用し、保護者と連携して、生徒を見守り育てる。

Ａ

・親の会や出身校訪問など計画通りに実施することができた。

・親の会では参加者が固定化傾向にあるが、親同士の交流も深まり内容

も充実してきたので、さらに参加者を増し継続していくことが大事であ

る。

一学期早期に、入学生徒の出身中学校を訪問し、担当職員と情報交換を行なう。

一学期早期に、転編入生徒の前籍高校を訪問し、情報交換を行なう。

・ICT支援員を講師に、ICT活用研修会を定期的に実施することができ、授業への活

用がさらに進んだ。次年度は「授業公開週間」を中心に各教科での活用方法の交流

を図りながら授業改善の工夫を進めていく必要がある。

また、校外での研修内容の還元化を具体的に進めることで、校内研修の充実を図り

たい。

A

校外での研究会等で学んだことを、定例の情報交換会を通じて共有する。

校内の研修会の内容については、職員にアンケートを実施し、実践的な内容とする。

教育センター等の研修については、職員に十分周知し、参加を促進する。

効果的な広報活動を実施する。 Ａ

・春と秋の中学校訪問や中高連絡会など、機会をとらえて生徒の様子や

学校の様子を知らせることができ、こまめに広報活動を進めることがで

きた。今後も継続して丁寧に取り組んでいきたい。
学校パンフレット、朝倉通信で、学校内外への生徒の活躍を発信する。

「未来を切り拓く人材育成事業」を通し

て，地域文化理解と進路意識の涵養を図

る。

陶芸教室を継続し、発展させる。

Ａ
・「未来を切り拓く人材育成事業」は、地域文化を理解し進路意識を高

める上で有効であり、今後も継続していきたい。進路指導部と連携し、企業体験訪問を実施する。

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

〇新入生への早期の中学校訪問と家庭訪問により、情報を共有し、スムースな学校生活への適応を図る。

〇学校行事等で生徒の主体的、自主的な活動を促進していくため、生徒会を中心に行えるようにしていく。

〇定期的な進路希望調査とその内容を職員間で共有し、校内での進路ガイダンスを組織的に機能させる。

〇週1回の情報交換会にての生徒情報を職員間でシェアすることで生徒理解を充実させ、それぞれの生徒の特性を理解し、適切に指導していく。

〇職員の人権意識の向上のため、校外研修会などへの積極的な参加を促進する。

A
各学年のテーマに沿った内容を実施する。

生徒を引きつけ、考えさせる身近な教材を用いて、内容の充実に努める。

研修会への参加を促す。 年度当初、各研修会の紹介をおこない、年間一人一回は研修会に参加する。 ・職員の課題意識に合う研修内容を整理し、随時、案内を行うことができた。さら

に職員が参加しやすい研修を整理し、紹介していきたい。

人権教育

人権・同和教育特設授業の充実を

図る。

校内研修を充実し、生徒に適する取組となるように工夫する。

Ａ
Ａ

・各学年で生徒の実態に即した人権教育及び特設授業を行うことができ

た。教材・内容等で生徒の意欲や主体性を高める指導の工夫や系統化が

図られてきているのでさらに進めていく必要がある。


